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園芸・特産作物部門で最優秀賞！
アグリメッセージ・地域活動部門入賞！
～令和４年度北海道青年農業者会議～

歳桃 健司 （小平４HC）

【会長の熱いメッセージ】

３課題とも入賞！

運営側でも頑張る
伊藤さん・秋山さん

皆さんこの冬寒い中忙しく除雪されてることだと思います。
つい先日札幌の方で全道青年農業者会議が行われ、悪天候の中でも留萌から
12名の参加があり大変嬉しい想いになりやっぱり仲間だなと再確認できまし
た。僕も初めての参加でしたが沢山の発表や交流会でためになる話や経験が
沢山出来ました。そして留萌はアグリメッセージとプロジェクト発表二つの
計三つの発表をさせていただき、見事全て入賞、そのうち一つが最優秀賞を
受賞することが出来ました。特に地域活動部門の発表は皆さんの今までの活
動があっての発表でした、留萌連絡協議会だから出来たことですし、皆さん
の協力でこんなにいい成績良く大会を終えることができ、本当に皆さんには
感謝しかありません。来月には全国青年農業者会議が控えています。当日は
皆さん一致団結して応援しましょう。
今年度も始まったばかりです。これからも引き続き皆さんのご協力などが

必要になることがあります、その時はよろしくお願いします。僕も精一杯お
答えできるように努力いたします。

令和４年度北海道青年農業者会議が、令和５年１月２６－２７日に開催されました。
今回は３年ぶりの現地開催で、全道から青年農業者や関係機関職員など２６６名が参加
しました。プロジェクト４部門とアグリメッセージの他、アグリネットワーク企画研修
や協賛企業による説明会が行われました。留萌４Hクラブ連絡協議会からも、過去最大
の１２名が参加し、プロジェクト発表２課題、アグリメッセージ１課題発表しました。
プロジェクトでは、羽幌町の村上一騎さんが「園芸・特産作物部門」で最優秀賞、初

山別村の秋山直人さんが「地域活動部門」で優秀賞を、アグリメッセージ部門では小平
町の山崎未鈴さんがアピール賞を受賞、発表した３課題全てで入賞しました。
最優秀賞を受賞した村上さんは、３月２日に行われる全国青年農業者会議に派遣され

ます。
また、２６日夜には交流大会も開かれ、他管内の青年との交流等大いに盛り上がった

２日間となりました。



園芸・特産作物部門（最優秀賞）
「四季なりイチゴ高設栽培 ３年間の取組」

村上一騎さん（羽幌町・初山別村ピンクファイブ）

地域活動部門（優秀賞）
「熱いぞ！留萌！～連協消滅危機からの復活劇～」

秋山直人さん（留萌連協）

全国道青年農業者会議が、令和５年３月２～３日に
「一騎当千～個を磨き仲間と高みへ～」をテーマに東京
都江戸川区総合文化センターで開催されます。今年は３
年ぶりに会場での開催となります。
留萌４Ｈクラブ連絡協議会からも、北海道青年農業者

会議で最優秀賞を受賞した村上さんが発表予定となって
います。また、連協から７名が参加を予定しています。
貴重な機会ですので参加者は大いに学び楽しんできて

ください。

編集後記

北海道青年農業者会議に10数
年ぶりに参加してきました。
留萌から３発表あり全部入

賞！
入賞した皆さんおめでとうござ
います。
留萌４ＨＣの勢いを改めて感

じて帰ってきました。
（ＲＴ記）

全道青年農業者会議

今回アピール賞を受賞できたのも何度も練習やスライド
の手直しを手伝ってくれた仲間のお陰です。本番で原稿無
しでマイク一本でやってやると意気込み若干躓いた時もあ
りましたが、それもまた今の私の実力なのだと思い次に繋
げていきたいと思いました。 応援してくれた皆に感謝です。
ありがとうございました。

まずはクラブ員、普及センター、振興局はじめ関係機関
の方々、応援ありがとうございました！優秀賞を受賞する
ことができ、留萌の活動はやっぱりすごいと実感しました。
最優秀賞を逃したのは悔しいですが、この気持ちも後輩た
ちに受け継ぎたいと思います。これからも留萌で農業して
いることを誇りに思い、頑張っていきます！

この度は、園芸・特産作物部門で最優秀賞を頂戴し、大
変光栄に思っております。受賞できたことに驚きと感謝の
気持ちでいっぱいです。私一人の力ではなく、家族や仲間、
関係機関の方々皆様のお陰と思っております。
また、全国大会への出場が決まり北海道代表の一人として、
留萌管内の農業者として恥じぬよう励んで参ります。

アグリメッセージ（アピール賞）
「自信を持って言えること」

山崎未鈴さん（小平４ＨＣ）


